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プロジェクトの今後の展開（案）

1

プロジェクトの期間を２年間に延長した上で、次の事項の取組を進める。
（期間：令和４年４月１日～令和６年３月31日）

●特別市制度の法制化に向けた国や国会議員への具体的な働きかけ
（特別市の実現に向けた議員連盟設立等に向けた取組 など）

●指定都市が一体となった機運醸成に向けた継続的な取組など
《⇒国全体の機運醸成へ》

●指定都市市長会の発言力強化に向けた取組や意見表明機会の更なる創出

●経済界との連携強化など
《⇒国等への発言力強化と意見表明の機会創出へ》

■今後の対応（案）

Ⅰ【機運醸成に向けた取組】

●制度の深化に向けて、アドバイザー（学識者）の協力を得ながら
更なる具体的な検討を実施、国への共同研究の働きかけなど
《⇒法案の具体化へ》

Ⅲ【制度の深化に向けた調査・検討】総務・財政部会と連携、役割分担し実施

Ⅱ【意見表明の機会創出に向けた取組強化】


